
議
員

平
成
十
八
年
四
月
か

ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施

行
さ
れ
る
。
こ
の
法
は
、
障

害
者
の
地
域
で
の
生
活
と
就

労
を
推
進
し
自
立
を
支
援
す

る
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
障

害
の
種
別
ご
と
に
異
な
る
法

律
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
て

き
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
公
費

負
担
医
療
費
等
に
つ
い
て
、

共
通
の
制
度
の
下
で
一
元
的

に
提
供
す
る
仕
組
み
を
創
設

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
市
は
こ
の
法
を
ど
う
と
ら

え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

障
害
者
自

立
支
援
法
は
「
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
一
元
化
」
や
「
障
害
者

が
も
っ
と
働
け
る
社
会
」
な

ど
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い

る
。
今
ま
で
遅
れ
て
い
た
精

神
障
害
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
も
含
め
て
一
元
的
に
実
施

す
る
こ
と
な
ど
評
価
で
き
る

点
も
あ
る
が
、
支
援
費
制
度

よ
り
も
利
用
者
負
担
が
増
加

す
る
な
ど
の
課
題
も
あ
る
と

と
ら
え
て
い
る
。

議
員

法
の
中
で
、
障
害
者

へ
の
相
談
支
援
や
移
動
支
援

な
ど
の
「
地
域
生
活
支
援
事

業
」
は
、
市
町
村
ま
た
は
都

道
府
県
が
行
う
自
立
支
援
事

業
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で

は
こ
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
く
考
え
か
聞
き

た
い
。

健
康
福
祉
部
長

地
域
生
活

支
援
事
業
は
、
地
域
の
特
性

や
状
況
に
応
じ
て
市
や
県
が

自
主
的
に
取
り
組
む
事
業
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
複
数
の
事
業
を
総
称
し

た
も
の
で
あ
り
、
平
成
十
八

年
十
月
か
ら
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
国
は
平
成
十
八

年
三
月
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

提
示
す
る
と
し
て
お
り
、
現

段
階
で
は
実
施
内
容
は
未
定

で
あ
る
。
今
後
は
現
行
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
基
本
に
、

他
の
市
町
村
の
状
況
等
も
勘

案
し
な
が
ら
内
容
を
整
備
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

自
立
支
援
法
は
市
町

村
等
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
地
域
生
活
支
援
事
業
等
の

提
供
に
関
す
る
「
障
害
福
祉

計
画
」
の
策
定
を
義
務
づ
け

て
い
る
が
、
本
市
が
十
六
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
改

定
・
平
塚
市
障
害
者
福
祉
計

画
」
の
後
継
計
画
と
の
整
合

性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

「
障
害
福

祉
計
画
」
は
、
障
害
者
の
生

活
支
援
に
関
連
す
る
事
項
を

中
心
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
具
体
的
な
数
値
目
標

を
盛
り
込
ん
だ
実
施
計
画
的

な
位
置
づ
け
と
し
て
新
た
に

策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。「
改

定
・
平
塚
市
障
害
者
福
祉
計

画
」
の
後
継
計
画
と
「
障
害

者
福
祉
計
画
」
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
十
八
年
度
中

に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

平
塚
市
民
病
院
の
駐

車
場
は
現
在
、
使
用
料
を
徴

収
し
て
い
な
い
が
、
平
成
十

八
年
四
月
か
ら
有
料
化
す
る

理
由
を
伺
い
た
い
。

病
院
事
務
局
長

市
民
病
院

の
駐
車
場
の
大
部
分
は
借
地

の
た
め
、
毎
年
三
五
〇
〇
万

円
程
度
の
借
地
料
を
支
払
っ

て
い
る
。
有
料
化
す
る
こ
と

で
目
的
外
利
用
を
防
止
し
、

経
営
改
善
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員

駐
車
場
使
用
料
の
料

金
設
定
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

病
院
事
務
局
長

三
〇
分
以

内
は
無
料
、
三
〇
分
を
超
え

一
時
間
三
〇
分
以
内
は
一
〇

〇
円
と
す
る
こ
と
な
ど
で
あ

る
。

議
員

駐
車
場
使
用
料
の
減

免
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

一
日
二
回

以
上
の
利
用
者
は
、
使
用
料

の
領
収
書
提
示
に
よ
り
二
回

目
以
降
を
無
料
に
、
知
的
・

身
体
・
精
神
障
害
者
、
要
介

護
・
要
支
援
認
定
者
も
無
料

に
す
る
。
ま
た
、
緊
急
入
院

や
緊
急
手
術
、
容
体
急
変
の

患
者
の
家
族
、
小
児
病
棟
に

入
院
し
て
い
る
子
供
の
付
添

い
や
入
院
患
者
の
世
話
を
す

る
方
の
使
用
料
も
無
料
と
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

議
員

駐
車
場
を
有
料
に
し

た
場
合
の
年
間
収
入
は
ど
の

程
度
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

減
免
措
置

を
講
じ
た
場
合
で
、
約
二
五

〇
〇
万
円
の
収
入
と
な
る
。

議
員

現
在
、
市
民
病
院
の

一
般
健
康
診
断
料
は
、
条
例

に
よ
り
「
健
康
保
険
の
算
定

方
法
に
定
め
る
所
定
点
数
」

に
、
個
人
、
団
体
と
も
一
〇

円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
て

い
る
が
、
今
回
、
個
人
は
一

五
円
、
団
体
は
一
五
円
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
市
長
が
定

め
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額
と

改
正
さ
れ
る
が
、
増
収
の
見

込
み
額
を
聞
き
た
い
。

病
院
事
務
局
長

十
六
年
度

の
実
績
を
基
に
し
た
試
算
で

は
、
年
間
四
三
〇
万
円
程
度

の
収
益
増
に
な
る
と
予
測
し

て
い
る
。

議
員

新
医
事
会
計
シ
ス
テ

ム
の
導
入
理
由
を
聞
き
た
い
。

病
院
事
務
局
長

現
在
の
シ

ス
テ
ム
は
平
成
二
年
に
導
入

し
て
か
ら
十
五
年
が
経
過
し
、

ソ
フ
ト
が
老
朽
化
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
診
療
報
酬
の
改

定
や
請
求
に
対
応
で
き
な
い

等
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

議
員

シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

ど
の
よ
う
な
点
が
改
善
さ
れ

る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

導
入
に
伴

っ
て
外
来
業
務
の
見
直
し
を

進
め
、
分
散
会
計
方
式
か
ら

集
中
対
面
会
計
方
式
へ
変
更

す
る
。
会
計
業
務
を
外
来
窓

口
か
ら
分
離
、
集
約
す
る
こ

と
で
、
会
計
入
力
か
ら
支
払

い
ま
で
の
手
続
き
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
診
察
後
の
患
者

の
院
内
滞
在
時
間
が
短
縮
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

本
市
の
が
ん
検
診
は
、

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
、
子

宮
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢
が

二
〇
歳
以
上
の
偶
数
歳
に
、

乳
が
ん
は
四
〇
歳
以
上
の
偶

数
歳
に
受
診
す
る
よ
う
変
更

と
な
っ
た
。
本
市
が
二
年
に

一
回
の
検
診
と
し
た
理
由
を

聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

平
成
十
六

年
四
月
に
国
の
「
が
ん
予
防

重
点
健
康
教
育
及
び
が
ん
検

診
実
施
の
た
め
の
指
針
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
乳
が
ん

お
よ
び
子
宮
が
ん
検
診
は
、

同
一
人
に
つ
い
て
原
則
と
し

て
二
年
に
一
回
実
施
す
る
も

の
と
示
さ
れ
た
。
本
市
で
は

こ
の
指
針
に
基
づ
い
て
二
年

に
一
回
と
し
、
偶
数
歳
で
検

診
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

あ
る
。

議
員

本
市
の
乳
が
ん
検
診

に
お
い
て
、
今
後
、
視
診
・

触
診
や
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

診
の
ほ
か
に
超
音
波
検
査
を

実
施
す
る
考
え
は
あ
る
の
か

伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
で
は
、

十
七
年
度
よ
り
四
〇
歳
以
上

を
対
象
に
隔
年
で
の
検
診
を

実
施
し
、
視
診
・
触
診
と
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
検
診
を
併

用
し
て
い
る
。
三
〇
歳
代
や

四
〇
歳
代
で
は
、
超
音
波
検

査
が
有
効
で
あ
る
と
新
聞
等

で
も
報
道
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
現
在
の
検
診
方
法
に
加

え
、
新
た
に
超
音
波
検
査
の

導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

法
に
基
づ
く
福
祉
計
画

来
年
度
中
に
策
定

議
員

生
活
保
護
制
度
は
、

憲
法
で
保
障
さ
れ
る
生
存
権

に
基
づ
き
、
生
活
に
困
窮
す

る
す
べ
て
の
国
民
に
最
低
限

度
の
生
活
を
保
障
す
る
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。

近
年
、
本
市
の
生
活
保
護
率

が
上
昇
し
て
お
り
、受
給
者
、

扶
助
費
と
も
に
増
加
し
て
い

る
が
、
こ
の
状
況
を
ど
う
と

ら
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
の
生

活
保
護
率
は
、
十
二
年
度
を

境
に
上
昇
傾
向
に
転
じ
、
生

活
保
護
受
給
者
数
は
五
年
前

の
一
・
九
倍
と
な
っ
て
い
る
。

背
景
に
は
高
齢
化
の
進
展
や

失
業
な
ど
の
社
会
状
況
が
あ

り
、
保
護
率
は
引
き
続
き
上

昇
す
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

本
市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
活
動
状
況
と
資
質
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

現
在
、
一

六
人
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を

配
置
し
て
お
り
、
保
護
費
算

定
業
務
、
就
労
支
援
等
を
行

っ
て
い
る
。
資
質
向
上
を
目

的
と
し
て
研
修
会
等
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
促
し
、
ま
た

事
例
検
討
会
等
も
実
施
し
て

い
る
。

議
員

本
市
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
に
は
、
生
活
保
護

該
当
の
低
所
得
者
も
多
い
。

低
所
得
者
の
負
担
率
が
高
く

な
る
現
在
の
課
税
方
法
に
つ

い
て
は
改
善
が
必
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
見
解
を
聞
き

た
い
。

保
険
年
金
・
介
護
保
険
担
当

部
長

所
得
が
一
定
以
下
の

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に

は
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

制
度
が
あ
り
、
課
税
を
行
う

際
に
、
そ
の
世
帯
の
均
等
割

額
と
平
等
割
額
を
一
定
率
で

減
額
す
る
。
ま
た
リ
ス
ト
ラ

等
に
よ
り
急
激
に
生
活
が
困

窮
し
た
世
帯
に
は
申
請
に
よ

り
保
険
税
を
減
免
す
る
制
度

も
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
の
周
知
や
納
付
相
談
体
制

の
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
。

一
般
健
康
診
断
料
改
正

増
収
の
見
込
み
は

国
保
税
の
軽
減
制
度

新
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入

待
ち
時
間
も
短
縮
へ

国
に
お
い
て
は
、
現
在
、

第
二
八
次
地
方
制
度
調
査
会

に
お
い
て「
議
会
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
調
査
・
審
議
を
行

っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
全
国
市
議
会
議

長
会
は
、
先
に
「
地
方
議
会

の
充
実
強
化
」
に
向
け
た
自

己
改
革
へ
の
取
り
組
み
強
化

に
つ
い
て
の
決
意
を
同
調
査

会
に
対
し
表
明
す
る
と
と
も

に
、
必
要
な
制
度
改
正
要
望

を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
調
査

会
の
審
議
動
向
を
見
る
と
、

全
国
市
議
会
議
長
会
を
は
じ

め
と
し
た
三
議
長
会
の
要
望

が
十
分
反
映
さ
れ
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
。

本
格
的
な
地
方
分
権
時
代

を
迎
え
、
住
民
自
治
の
根
幹

を
な
す
議
会
が
そ
の
期
待
さ

れ
る
役
割
と
責
任
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
は
、
地
方
議

会
制
度
の
改
正
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
、国
に
お
い
て
は
、

現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
事
項

を
含
め
、
と
り
わ
け
下
記
の

事
項
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な

制
度
改
正
が
行
わ
れ
る
よ
う

強
く
求
め
る
。

記

一

議
会
の
招
集
権
を
議
長

に
付
与
す
る
こ
と

二

地
方
自
治
法
第
九
六
条

第
二
項
の
法
定
受
託
事
務

に
係
る
制
限
を
廃
止
す
る

な
ど
議
決
権
を
拡
大
す
る

こ
と

三

専
決
処
分
要
件
を
見
直

す
と
と
も
に
、
不
承
認
の

場
合
の
首
長
の
対
応
措
置

を
義
務
付
け
る
こ
と

四

議
会
に
附
属
機
関
の
設

置
を
可
能
と
す
る
こ
と

五

議
会
の
内
部
機
関
の
設

置
を
自
由
化
す
る
こ
と

六

調
査
権
・
監
視
権
を
強

化
す
る
こ
と

七

地
方
自
治
法
第
二
〇
三

条
か
ら
「
議
会
の
議
員
」

を
除
き
、
別
途「
公
選
職
」

と
い
う
新
た
な
分
類
項
目

に
位
置
付
け
る
と
と
も

に
、
職
務
遂
行
の
対
価
に

つ
い
て
も
こ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
名
称
に
改
め
る
こ
と

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
日

平

塚

市

議

会

議議
会会
制制
度度
改改
革革
のの
早早
期期
実実
現現

にに

関関

すす

るる

意意

見見

書書

福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
一一
元元
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